
 

 

 

令和６年第３回保土ケ谷区区づくり推進横浜市会議員会議 

 

令和６年９月６日 (金) 議員団会議終了後 

保土ケ谷区役所  地下会議室 

 

次     第 

 

議 題 

 

１ 令和５年度保土ケ谷区個性ある区づくり推進費等執行実績について 

 

２ 令和６年度保土ケ谷区個性ある区づくり推進費等執行状況について 

２－１ 区制１００周年に向けた地域活動ブースター事業 

２－２ ほどがやhappy子育て～妊娠期からの安心サポート～ 

２－３ 地域におけるデジタル化推進事業 

 

３ 令和７年度保土ケ谷区予算編成の考え方について 

 

４ その他 

 

 ●保土ケ谷区役所レイアウト変更後 業務開始予定日 

  ・高齢・障害支援課（別館３階、本館１階→５階）    11月５日(火) 

  ・福祉保健課、生活衛生課（本館３階→５階）      12月２日(月)

  ・こども家庭支援課（本館３階のまま拡張）   令和７年１月14日(火) 
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令和５年度保土ケ谷区 

 

個性ある区づくり推進費等 

 

執行実績 
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１　令和５年度個性ある区づくり推進費 執行総括表 （単位：円）

２　令和５年度個性ある区づくり推進費執行内訳
(1) 自主企画事業費 施策分野別執行実績 （単位：円）

〇災害対策推進事業において、保土ヶ谷
区防災マップの印刷を隔年から毎年に変
更したことによる印刷部数の減等
（1,227,456）
○地域の担い手育み事業において、区
民企画型講座申請数減による減等
（938,094）

△ 3,177,771

現計予算額

561,658,771

40,692,770

96,217,889

決算額 　　差引の主な理由差引

4,832,111

1,921,230

698,569,430 3,575,570

〇清掃委託及び設備管理業務委託の労
務単価増（△5,786,682）

〇スポーツ推進委員事業費において、ユ
ニフォーム在庫活用に伴う補助金の戻入
に伴う補助金の残（1,238,447）

20,678,357 1,689,643

【区役所サービス向上・環境改善事業】
(13ページ)

安心して快適に利用できる施設環境の整備・改善を
実施

△ 3,894,688

【災害対策推進事業】（２ページ）
地域の防災力強化のため、区民の自助・共助の意識
向上を図るとともに、将来の地域防災の担い手育成
や危機管理体制の強化

3,326,127

【交通安全対策事業】（２ページ）
交通安全運動や交通安全教育を実施し、交通事故の
防止を推進

1,897,106

【花薫るきれいな街ほどがや事業】（11ページ）
「ほどがや花憲章」に基づいた花と緑あふれる街づ
くりを、区民・企業とのパートナーシップの強化や
国際園芸博覧会との連携により推進

1,813,923

【星川駅周辺の魅力づくり事業】（11ページ）
星川・天王町駅間の高架下空間の活用や「利便性が
高く魅力あふれるまち」の推進に向けた取組を実施

【障害者いきいき地域生活支援事業】
（６ページ）
保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会の円滑な運営
の支援や自主製品の販路拡大や受注機会確保に向け
たサポート

96,217,889

５　信頼される区役所づくり

施 策 分 野

２　誰もが健やかに暮らせるまちづく
り

21,682,894

４　魅力と賑わいのあるまちづくり 14,074,000 12,260,077

19,356,688

25,566,000

4,832,111

区庁舎・区民利用施管理費

合計

主な事業・主な取組

【区制100 周年に向けた地域活動ブースター事
業】（８ページ）
令和９年度の区制100 周年に向けたブースターとし
て、地域活動の再始動の支援や機運醸成を実施

【保土ケ谷ほっとなまちづくり推進事業】
（８ページ）
ほっとなまちづくり推進会議や子どもたちの参加を
促進するためのワークショップ等を開催

【ほどがやhappy 子育て～妊娠期からの安心サ
ポート～】                　　（４ページ）
地域と連携した子育て支援や保育所による妊娠期・
未就学児親子の支援

22,239,873

101,050,000

３　つながり・支えあいの推進

22,368,000

合計

予算額 決算額 差引

15,462,000

区分

自主企画事業費
（34事業）

101,050,000

１　暮らしの安全・安心の確保 23,580,000

統合事務事業費

697,742,000

554,078,000

42,614,000

702,145,000

558,481,000

42,614,000

101,050,000

予算額
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(2) 自主企画事業費 事業別執行実績 

（単位：円） 

Ⅰ 暮らしの安全・安心の確保 【２１，６８２，８９４円】 

誰もが安全に安心して暮らせるよう、地域防災力の強化や将来の地域防災の担い手育成、災害時の体制

強化などの災害対策を推進します。また、交通安全対策、地域防犯力の向上、感染症対策、食の安全など

に取り組みます。 

事 業 名 事 業 内 容 

１ 災害対策推進事業 

（20 万区民の自助・共助

による減災運動） 

 

《総務課》 

【予算：12,700,000】

【決算：11,472,544】

地域の防災力強化のため、区民の自助・共助の意識向上を図るとともに、

将来の地域防災の担い手育成や危機管理体制の強化に取り組みました。 

１ 地域防災力の強化・地域防災の担い手育成 

(1) 在宅避難リーフレット等による自助・共助の啓発（約 20,000 部配布） 

(2) 防災力検定や出前講座等による 

小中学生の防災意識の醸成（16 校） 

(3) 防災講習会への講師派遣等による 

地域の防災活動の支援（12 団体） 

(4) 災害時ペット対策物品（一時飼育 

場所開設キット）の地域防災拠点 

への配布（計 10 拠点） 

２ 危機管理体制の強化 

(1) 災害時に備えた訓練・研修等による 

区本部体制の強化（通年） 

(2) 河川水位警報システムなど防災関連シ 

ステムの運用・保守管理（通年） 

【差引の主な理由】 

 防災マップの印刷を隔年から毎年に変更し、部数が減ったことによる減 

 

２ 交通安全対策事業 

 

《地域振興課》 

【予算：3,348,000】

【決算：2,923,449】

交通安全運動や交通安全教育を実施し、交通事故の防止を推進しました。

また、駅周辺の自転車等放置防止のため、「自転車等放置防止監視員」を配

置して利用者に啓発しました。 

１ 交通安全教育・啓発 

（1）はまっ子交通安全教室の実施（区内 18 校中 16 校） 

(2) 三世代交通安全教室の実施（10 月） 

２ 交通安全対策 

(1) 電柱巻標示や路面標示の設置（通年） 

(2) スクールゾーン対策協議会の出席 （18 校） 

(3) 啓発物品の配布 

（パンダマーク 174 枚配布、 

横断旗 184 本配布他） 

３ 自転車等放置対策 

自転車等放置防止監視員による啓発（通年）  

 

  

在宅避難リーフレット 

三世代交通安全教室の様子 
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３ 保土ケ谷区地域防犯力

向上事業 

 

《地域振興課》 

【予算：5,675,000】

【決算：5,617,326】

警察、地域、関係団体と連携して地域の防犯力を向上させることで、街頭

犯罪を防止し、安心・安全・快適なまちづくりを推進しました。 

１ 地域防犯力の向上 

(1) 帷子番所（空き店舗を活用した防犯商店街） 

の活動支援（通年） 

(2) 防犯物品の配布（10 月）や防犯川柳コンクール 

の開催による防犯啓発（３月） 

(3) こども 110 番あんしんの家支援（通年） 

２ 防犯センターの運営（通年） 

 

 

 

４ 暮らしの衛生サポート

事業 

《生活衛生課》 

【予算： 759,000】

【決算： 741,976】

生活衛生に関する最新情報や正しい知識についてわかりやすくお知らせ

し、区民の安全・安心な食と生活環境づくりを支援しました。 

暮らしの衛生サポート 

１ 飲食店や区民への食中毒予防のための 

啓発物品の配布（通年） 

２ 犬・猫の飼い主に向けた適正飼育に関 

する情報の提供（通年） 

 

 

 

５ ほどがやゼロカーボン

推進事業 

 

《区政推進課・地域振興課 

・総務課》 

【予算：1,098,000】

【決算： 927,599】

「横浜市地球温暖化対策実行計画」で目指す姿（ゴール）として掲げた「温

室効果ガス実質排出ゼロ（Zero Carbon Yokohama）を達成するため、温暖化

防止や脱炭素行動に取り組むための啓発を行いました。 

また、公共施設の LED 化を推進しました。 

１ 温暖化防止や脱炭素に係る啓発等の実施 

 (1) 企業と連携したこども向けエコ教室の 

開催（２回 ８月 参加者 33 人） 

 (2) SNS や広報よこはま等での啓発（通年） 

(3) 公立保育園でのたねダンゴワークショ 

ップの開催 

（３回 11 月 参加者約 100 人） 

２ 子育て支援者育児相談での分別講座や地区分別説明会等を通じた３Ｒ 

の啓発（15 回） 

３ イコットハウス照明設備の LED 化（１月） 

 

 

  

エコ教室の様子 

防犯川柳コンクール 
最優秀作品ポスター 

Ｒ５年度食中毒予防ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 
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Ⅱ 誰もが健やかに暮らせるまちづくり 【２０，６７８，３５７円】 

誰もが住み慣れたまちでいきいきと健康に暮らせるよう、地域における様々な団体と協働しながら、子

育て世帯や高齢者・障害のある方への支援、子ども・青少年の健やかな育ちを支える取組、健康づくり、

スポーツ振興の取組を推進します。 

事 業 名 事 業 内 容 

６ ほどがや happy 子育て

～妊娠期からの安心サ

ポート～ 

 

《こども家庭支援課》 

【予算：5,686,000】

【決算：5,232,474】

「安心して子育てできるまち保土ケ谷」として、地域の多世代の方々や子

育て関係機関と連携し、妊娠期から学齢期まで切れ目なく子育てをサポー

トすることで、養育者が地域で孤立せず、人とつながる子育てができるよう

支援しました。 

１ 地域と連携した子育て支援 

(1) 地域赤ちゃん教室の開催 

  14 会場で各 11 回開催 延べ 1,061 人 

(2) 子育てお役立ち情報の発信 

（子育て支援マップの配布、乳幼児健診時の 

待ち時間を利用した子育て関連情報の提供等） 

  6,000 部配布 69 回実施 

(3) 地域子育て支援連絡会の開催 ７地区延べ 244 人参加 

(4) 子育てアンケート（４年度実施）結果の活用 

 ア 結果概要の報告会開催（９月）子育て関係者等 124 人参加 

イ リーフレット作成（３月）6,000 部 

ウ 啓発動画作成（３月） 

２ 保育所による妊娠期・未就学児親子の支援 

(1) 保育士が商業施設等に出向き「子育て応援隊」 

の開催（９・11・３月 計３回、啓発グッズ 

配布数 275 組） 

 

 

 

(2) 妊婦や未就学児親子を対象に園庭開放や絵本を貸出（通年） 

(3) 親子向けイベント「ほがらか広場」（10 月）や子育てサロンでの「ほ

がらか育児講座」（年６回）の開催 

 ア ほがらか広場 参加親子 124 組、参加施設 26 施設 

 イ ほがらか育児講座 参加親子 47 組 

３ 地域と連携した放課後事業  

(1) 子どもの居場所づくりを行っている団体（子育て関連の NPO 法人や

放課後キッズクラブなど）のネットワーク会議の開催（3回） 

(2) 放課後児童健全育成事業所への学習支援アドバイザー紹介やプログ

ラム等の運営支援（７クラブで 153 回、延べ 3,800 名参加） 

 

地域赤ちゃん教室 

子育て応援隊 
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７ こどもを守ろう！地域

子育てつながり事業 

《こども家庭支援課》 

【予算：1,623,000】

【決算：1,559,683】

児童虐待防止について広く区民に関心を持っていただくとともに、子育

て支援に関わる関係機関や地域との連携を強化し、地域の見守りの力を高

めます。また、孤立しやすいひとり親の養育者について、貧困対策や女性の

自立のための支援を行い、安定した生活につなげました。 

１ 児童虐待防止啓発 

(1) ほどがや花フェスタや区民まつりでの啓発（５月・10 月） 

  啓発物品配布数 約 1,500 組 

(2) 児童虐待防止推進月間に、区庁舎のオレンジリボン装飾、地域ケアプ

ラザ・地区センター・保育所等でのポスター掲示等の啓発を実施 

  （11 月） 

(3) 区庁舎モニターで児童虐待防止啓発動画を放映（通年） 

２ 要保護児童対策地域協議会 

 (1) 地域専門機関との連携強化を目的とした要保護児童対策地域協議会

（要対協）を開催（６月）参加者 29 名 

 (2) 区内全ケアプラザエリア（７か所）で要対協地区別実務者会議を開催

参加者延べ 145 名 （上菅田地区のみ荒天で中止） 

３ 女性のＤＶ・離婚等のための弁護士相談の実施（年６回）14 件 

 

８ 元気ながやっこ育成事

業 

 

《地域振興課》 

【予算：2,260,000】

【決算：2,054,964】

横浜国立大学や農家等と連携し、未来を担う青少年が様々な体験を通し

て健やかに成長できる事業を実施しました。また、児童から学生、高齢者ま

で様々な区民の世代間交流の場をつくるとともに、事業を通じて地域の新

たな担い手として活躍していただくきっかけづくりを行いました。 

１ みんなで育むがやっこ事業（国大と連携した体験型事業） 

(1) がやっこ教室の開催（夏季、冬季に計 19 回 259 人参加） 

(2) がやっこ探検隊の開催（通年７回 64 人参加） 

２ ほどがや☆元気村事業(40 人参加) 

 （水田を活用した農業体験教室等、年 13 回） 

  年間を通した小学生向け農業体験を区民で 

 構成した実行委員会に委託して実施 

３ 子ども会育成者研修事業 

(1) 子ども体験学習（年３回） 

(2) ジュニアリーダー養成研修会（全５回） 

(3) 成人指導者研修会（年３回） 

 

９ 知ってつながる、障害

児地域交流推進事業 

《こども家庭支援課》 

【予算： 405,000】

【決算： 206,092】

障害児が本人の特性やライフステージに応じて、充実した地域生活を送

ることができる場を提供しました。具体的には、区民に対し「知ってつなが

る」をテーマに啓発講座を開催し、障害と障害児への理解を深める機会を作

るほか、地域でのつながりが一層深まるよう、関係機関と連携し、様々な媒

体を用いて啓発・情報発信を行いました。 

学齢障害児地域交流支援 

１ 地域ケアプラザや地域活動ホーム等が実施主体となる地域交流・啓発 

講座への補助金交付（２件） 

２ 関係機関と連携した情報発信 
 

  

がやっこ探検隊活動の様子 
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10 障害者いきいき地域生

活支援事業 

 

《高齢・障害支援課》 

【予算：1,798,000】

【決算：1,742,098】

障害のある人もない人も、住み慣れた地域で安心して生活することがで

きるよう、保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会の円滑な運営を支援する

ほか、自主製品の販路拡大や受注機会確保に向けたサポートを行いました。 

また、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築に向け、訪

問支援（アウトリーチ）を推進しました。 

１ 障害者の地域生活支援 

(1) 自立支援協議会の活動支援 

（全体会及び各専門部会の通年実施） 

(2) 障害者の社会参加拡充を目指した 

ハンドメイド商品の販売促進支援 

・区役所販売の再開     （３月～） 

・イオン天王町店での出張販売会の開催 

（月１回） 

・相鉄線星川駅での出張販売会の開催（10 月）  

２ 「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築 

(1) 多職種連携チームによる精神障害者へのアウトリーチ支援の実施 

（通年・訪問回数９３回） 

 

11 輝けシニア！２０２５

事業 

 

《高齢・障害支援課》 

【予算：1,047,000】

【決算：1,047,000】

高齢者が可能な限り地域で自立した生活が送れるよう、その人の状態に

応じた健康づくり・介護予防及び社会参加等を支援するとともに、本人・家

族及び地域の支え合いや介護、医療、関係機関の連携を進めました。 

１ きらり☆シニア事業 

(1) 住民主体の健康活動グループ「きらり☆シニア塾」支援者向け研修 

（９月）・団体向け研修会の開催（２月） 

(2）「わがまち保土ケ谷体操」普及カードの区民まつりでの配布（10 月） 

２ 老人クラブ支援（共催事業） 

ことぶき大学（７月）、かがやき作品展（10～11 月）、老人クラブ連合 

会創立 60 周年記念式典（11 月）、かがやき囲碁・将棋大会（１月）の 

開催 

３ 認知症高齢者等支援 

(1) 認知症サポーター養成講座の開催（９月） 

(2) 区民への認知症に対する理解、対応、見 

守りの普及啓発として、区民向け認知症講 

演会の開催（９月）、区民まつりでの啓発 

（10 月） 

４ 地域包括ケアシステムの推進 

地域ケア会議従事者研修の開催(８月) 

 

12 ほどがや歯科口腔保健

推進事業 

 

《福祉保健課》 

【予算：2,341,000】

【決算：2,260,646】

イベントや地域でのオーラルフレイル予防教室などを通じて、子どもか

ら高齢者まで世代ごとに口腔内を健康に保つセルフケア方法を啓発しまし

た。また、歯科医院による専門的口腔ケアに 

つなげる、歯科定期健診の受診に向けた取組 

を新たに実施しました。 

１ セルフケア意識の向上に向けた普及啓発 

(1) わくわく親子健康フェスタの開催 

（６月イベント参加者 189 人参加、 

相鉄線星川駅での 
出張販売 

区民まつりでの啓発 

Ｒ５わくわく親子健康フェスタ 
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7 月こども歯科医師体験 親子 16 組参加） 

(2) 歯っぴぃいきいき１歳児の開催 

（毎月 1回 計 親子 52 組参加） 

２ ぴかぴかはじめての歯医者さんの開催（10月～２月 計 親子88組参加） 

３ 横浜国立大学と連携した食育を通じた若者世代への啓発（10 月） 

４ 医療マンガ大賞と連携した歯科口腔保健の啓発（通年） 

 

13 ほどがや健康生活応援

事業 

 

《福祉保健課》 

【予算：4,150,000】

【決算：3,432,717】

健康に関する情報発信とイベント等を通じた啓発により、区民、特に「働

き・子育て世代」（30～50 代）の健康意識の向上を図りました。また、元気

づくりプロジェクトをきっかけとして健康につながる行動への変容を促す

ことで、区民に自ら健康を維持・増進する機運を高めました。 

１ ほどがや元気づくりプロジェクト 

(1) e スポ GOMI in 保土ケ谷の開催 

（４月・２月 各 12 組参加） 

(2) ウェアラブル端末のモニター体験の実施 

 （HODOHODO CHALLENGE）（９～11 月 19 人） 

(3) 横浜ウォーキウングポイントと連動したウォーキングイベントの開 

催（HODO WALK）（８～９月 128 人参加）  

(4) まち歩きイベントの開催（10 月 12 人参加） 

(5) イベント等における歩幅体験の実施 

（HODO HOKO）（11 回） 

２ 各種イベントでの健康に関する啓発 

ほどがや花フェスタ・国大文化祭・ 

区民まつりなどにおいて、がん予防、 

食育、歯科保健等についての啓発 

 

14 スポーツの街ほどがや

推進事業 

《地域振興課》 

【予算：3,058,000】

【決算：3,142,683】

スポーツ推進委員や区スポーツ協会と協力して、誰もがスポーツに親し

み、交流できる環境づくりを推進しました。幅広い年代が参加できるイベン

ト（競技会）の開催により、区民の健康を維持し、スポーツへの関心を高め

ました。また、保土ケ谷区をホームタウンとして活動するプロスポーツチー

ムである横浜ＦＣとの協働により、まちの活性化を図りました。 

１ 地域におけるスポーツ推進 

(1) スポーツ協会の運営及び各種スポーツ大会の開催の支援（通年） 

(2) スポーツ推進委員が開催するスポーツ大会の支援 

 ・少年少女球技大会 （７月）    420 人 

・グランドゴルフ決勝大会（11 月）192 人 

・かるがもファミリーマラソン大会 

（２月）約 1,000 人 

２ プロスポーツチームとの連携 

(1) ４者協定に基づく横浜ＦＣホームタウン 

活動の推進 

 ・横浜ＦＣほどがや区民ＤＡＹ（８月） 

7,800 人 

 

かるがもファミリー 
マラソン大会 

ウェアラブル端末 

R5 HODO HOKO 歩幅体験 
（わくわく親子健康フェスタ）
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Ⅲ つながり・支えあいの推進 【２２，２３９，８７３円】 

令和９年度に迎える区制 100 周年に向けて、新型コロナウイルス感染症の影響により制限されていた地

域活動の活性化を後押しし、地域の絆を深めます。また、地域での見守り活動の充実や地域の担い手育成

に取り組むなど、第４期保土ケ谷ほっとなまちづくり（地域福祉保健計画）を推進します。 

事 業 名 事 業 内 容 

15 区制 100 周年に向けた

地域活動ブースター事

業 

 

《地域振興課・区政推進課・ 

福祉保健課・こども家庭支

援課》 

【予算：3,070,000】

【決算：2,373,717】

「いつまでも住み続けたいまち ほどがや」の実現を目指し、令和９年度

の区制 100 周年に向けたブースター（後押し）として、地域活動の再始動の

支援や機運醸成を行いました。 

１ 地域活動の再始動支援 

(1) 地区対抗綱引き大会の開催 

（10 月）参加者：７地区 140 人 

(2) ラジオ体操で地域を元気に 

（講師派遣５地区 98 人参加） 

２ 区制 100 周年の機運醸成 

(1) 第２回ほどがや地産地消料理 

コンテストの開催（12 月 16 日） 

(2) ＳＮＳ写真フォトコンテスト実施・受賞 10 作品の巡回展 

（７～１月、応募総数 1,126 点、商業施設等 4か所で巡回展示） 

(3) 中学生による「こども未来プロジェクト」の立上げと機運醸成に向け

た取組の推進（通年） 

(4) 幅広い区民に向けた意見ヒアリング（通年）  

 

16 保土ケ谷ほっとなまち

づくり推進事業 

 

《福祉保健課》 

【予算：2,002,000】

【決算：1,778,520】

第４期保土ケ谷ほっとなまちづくり（地域福祉保健計画）の推進や次期計

画策定のため、推進会議や子どもたちの参加を促進するためのワークショ

ップ等を開催しました。 

また、各地域が抱える様々な課題に対し主体的に取組を進められるよう、

地区支援チームが支援しました。 

保土ケ谷ほっとなまちづくりの推進 

１ ほっとなまちづくり推進会議の開催（６月・２月） 

２ ほっとなまちづくりフォーラムの開催（12 月 約 400 人参加） 

３ こどもワークショップ（ねちょぱな※）の開催 

（小学５・６年生対象 12 月 ９人参加） 

４ 地区支援チームの情報共有とスキルアップに向けた研修・会議の開催 

（４月・６月・７月・10 月） 

※ねちょぱな…「ねえ、ちょっと話そう！」の略 

 

17 自治会町内会支援事業 

 

《地域振興課》 

【予算：3,418,000】

【決算：3,243,353】

地域活動の根幹となる自治会町内会において、住民主体の活動が継続・安

定的に行われるよう、自治会町内会の支援を行いました。 

１ 自治会町内会の負担軽減 

（配送ルートによる資料送付）（通年） 

２ 自治会町内会感謝会の開催（３月 95 人） 

 

 

料理コンテストの様子 

自治会町内会感謝会 
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18 市民活動支援事業 

《地域振興課》 

【予算：4,378,000】

【決算：3,945,204】

市民活動・生涯学習活動の拠点である市民活動支援センターを運営する

とともに、地域で活動する区民や団体間の連携・協働を図りました。また、

区民の活動発表の場を提供するなど、地域に密着したきめ細やかな支援を

行いました。 

１ 市民活動センターの運営（通年） 

２ 市民活動の連携強化 

(1) ほどがや学習フォーラムの開催

（11 月）63 人 

(2) ほどガヤ会議の開催（３月）48 人

19 広聴の区民協働事業 

《区政推進課》 

【予算： 844,000】

【決算： 628,903】

「地域のつどい」「区民のつどい」の開催や、区民会議の活動を広く区民

にお知らせするニュース「やまびこ」の発行などを区民会議と協働して実施

しました。 

区民会議の活動支援 

１ 「地域のつどい」５会場で６回開催 

（６月 参加者 513 人） 

２ 「区民のつどい」の開催（11 月 11 日） 

３ 分科会の活動（通年）  

４ 区民会議広報「ニュースやまびこ」の発行（７月・３月）   

20 ほどがや区民まつり 

《地域振興課》 

【予算：4,900,000】

【決算：5,900,104】

区民や区内各種団体の交流促進及びコミュニティの再生のため、区民が

主体となって企画・運営を行い、区民が参加する「区民まつり」を開催しま

した。 

ほどがや区民まつりの開催 

開催日時：令和５年 10 月 28（土） 

開催場所：県立保土ケ谷公園 

来場者数：約 50,000 人 

【差引の主な理由】 

区民まつりの会場設営等委託費が高騰した 

ことで、当初予算額での実施が困難となった 

ため、実行委員会あてに補助金の追加配布を行いました。 

21 地域見守り推進事業

《福祉保健課》 

【予算：2,141,000】

【決算：1,991,681】

ひとり暮らし高齢者等が地域でつながりを持ち、孤立せずに安心して暮

らすことができるよう、民生委員・児童委員のほか、地域にお住まいのあん

しん訪問員（ボランティア）による見守り活動を支援しました。 

また、民生委員・児童委員の負担軽減を図るため、委員を補佐する協力員

を委嘱するとともに、民生委員・児童委員及び協力員の活動への区民の理解

を深めるための広報・啓発を行いました。 

１ あんしん訪問事業 

(1) あんしん訪問員の活動支援（通年）

・約 600 人のあんしん訪問員が約 19,000 回の見守り活動を実施

(2)地区研修会への講師派遣（６回）

(3)地区推進委員会連絡会の開催（３月）

２ 民生委員・児童委員の活動支援 

・協力員の委嘱（通年 現在員数 13 地区 39 人）
・委員活動紹介チラシの作成、区民まつり等での広報・啓発

地域のつどい(西谷地区センター) 

ほどガヤ会議の様子 

区民まつりの様子 
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22 地域の担い手はぐくみ

事業 

 

《地域振興課》 

【予算：2,015,000】

【決算：1,076,906】

区民が地域に関心を持つきっかけを作り、地域活動に参加する機会を設

けることで、協働の担い手となる人材の発掘・育成を行いました。また、区

民利用施設同士が連携して地域活動を活性化する体制を作りました。 

１ 区民向け講座等の開催  延べ 271 人 

(1) はぐくみ塾の開催（５～６月） 

(2) 区民企画型講座の開催（６月～２月） 

(3) パワーアップ講座の開催（９月） 

(4) 生涯学習講座の開催（11 月～12 月） 

２ 区民利用施設職員向け講座等の開催 

延べ 23 人 

(1) 地域コーディネート研修の開催（１月） 

(2) 地域デザインセミナーの開催（２月） 

 

23 多文化共生まちづくり

事業 

 

《区政推進課・地域振興課》 

【予算：1,671,000】

【決算：1,628,000】

日本人と外国人が相互理解を深め、ともに地域の一員として安心して暮

らせる多文化共生のまちづくりを進めるための事業を実施します。 

１ 多文化共生の推進 

職員向け研修等の実施（12 月、２月） 

２ 横浜国立大学留学生との連携 

(1) 区民向けイベントでのブース出展、 

参加（花フェスタ、区民まつり、 

多文化共生フェスタ） 

(2) 区ホームページへの自国の文化紹介 

記事の掲載（通年） 

(3) 地域イベントへの参加支援（７～８月） 

３ 国際理解特別授業の実施（１～２月） 

区内小学校（３校）における国際理解 

特別授業及びブルガリアメニューの給食 

提供実施（１～２月） 

４ ブルガリア文化の区民向けイベントの 

開催（通年） 

(1) ほどがや花フェスタ 2023 へのブルガリ 

ア民族音楽グループ出演及びブルガリア 

ブース出店（５月 20 日） 

(2) 区民ギャラリーでの展示（７月） 

(3) ほどがや区民まつりへのブルガリアブース出店（10 月 28 日） 

(4) 区内地区センターにおけるブルガリア料理教室の実施（６月、11 月） 

(5) 第 36 回保土ケ谷区民芸能祭へのブルガリア民俗音楽グループ出演 

（12 月 10 日） 

 

24 地域におけるデジタル

化推進事業 

《区政推進課》 

【予算：1,127,000】

【決算：  470,800】

ICT を活用した新たな地域の活動や交流が展開できるよう、地域活動にお

けるデジタル化を推進しました。 

地域におけるデジタル化推進 

１ 区民向け「スマホ使い方講座」の開催（２回 １月 参加者 11 人） 

２ 区内公共施設におけるタブレットの配架（通年） 

 

  

盆踊り大会参加の様子 

国際理解特別授業の様子 

はぐくみ塾の様子 
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Ⅳ 魅力と賑わいのあるまちづくり 【１２，２６０，０７７円】 

「ほどがや花憲章」に基づいた花と緑あふれる街づくり、自然や歴史などの地域資源を生かした取組や

鉄道駅周辺のまちづくり、商店街振興、地産地消の取組等、活力あるまちづくりを推進し、区の魅力を発

信することで、地域への愛着をはぐくみます。 

事 業 名 事 業 内 容 

25 花薫るきれいな街ほど

がや事業 

 

《地域振興課・総務課・ 

高齢・障害支援課》 

【予算：6,747,000】

【決算：6,093,620】

「ほどがや花憲章」に基づいた花と緑あふれる街づくりを、区民・企業と

のパートナーシップの強化や国際園芸博覧会との連携により推進しまし

た。また、花を通じて障害者の社会参加の促進を図りました。 

１ 「ほどがや花憲章」の普及・啓発活動の実施 

(1) 幼稚園、保育園、小中学校への花苗配布 

（５月：45 校、11 月：65 校） 

(2) 区庁舎の花壇・壁面緑化管理 

（７月、12 月） 

(3) 区民ボランティアによる星川中央公園 

花壇等の拡充（毎月２回） 

２ ほどがや花フェスタの開催 

開催日時：５月 20 日（土） 

  開催場所：星川中央公園  来場者数：17,000 人 

３ 花のおもてなし事業 

区内の障害福祉事業所による区役所窓口（14 か所）へのフラワーアレ 

ンジメントの展示（計４６回・644 鉢） 

 

26 歴史浪漫ほどがや事業 

 

《区政推進課》 

【予算：2,409,000】

【決算：2,278,256】

旧東海道の宿場町に代表される保土ケ谷区ならではの歴史的魅力を生か

したまちづくりを、区民や他の関係区局と協働で進めました。 

歴史的魅力を生かしたまちづくり 

１ 小学生を対象とした「保土ケ谷駅前！宿場ワークショップ」の開催 

（８月 26 日、参加者 35 名） 

２  まちあるきイベント 

「歴史まちあるき～オープンヘリテイジ」 

の開催（２月 23 日、応募 107 名、参加 78 名） 

３ 松並木の樹木管理及び案内サイン等の維持管 

 理の実施（通年） 

 

27 星川駅周辺の魅力づく

り事業 

 

《区政推進課》 

【予算：1,000,000】

【決算：1,000,000】

令和４年度から利用を開始した星川・天王町駅間の高架下空間の活用や

その周辺の地域資源を生かした魅力向上を図り、星川駅周辺の総合的なま

ちづくりガイドラインにおける「利便性が高く 

魅力あふれるまち」の推進に向けた取組を実施 

しました。 

高架下空間等を活用したにぎわいの創出 

１ 相鉄グループとの協働契約締結（９月） 

２ イベント 

「HOSHITEN FAIR2024 PLAY HOSHITEN!! ご近所エキスポ!」 

の実施（３月２日 参加者約 4,000 人） 

３ 帷子小学校出張授業及び成果品の展示（１月） 

宿場ワークショップ 

HOSHITEN FAIR2024 

花苗を配布した 
幼稚園の様子 
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28 商工業魅力発信事業 

《地域振興課》 

【予算： 703,000】

【決算： 580,343】

地域コミュニティの担い手である商店街の活性化を図るため、区商店街

連合会に加盟する商店が一堂に会して商店街をＰＲする場を提供するな

ど、商店街の活性化を支援しました。また、区内の製造業等の企業支援とし

て、子どもを対象に工場見学会を実施し、区内企業のＰＲと将来の担い手の

発掘を図りました。 

１ 商店街の活性化支援 

(1) 区商連・横浜 FC 連携事業として、区内商店街の店舗を巡回する 

クイズラリーの実施（2月） 

掲示店舗数：606 店舗 

応募数：396 通 

(2) ほどがや商店街元気市の開催（５月、10 月） 

２ 製造業等企業の支援 

ほどがやこどもファクトリーツアー 

日  時：令和６年３月 24 日（火） 

場  所：（株）大協製作所  

本社・横浜工場 

参加者数：13 組 30 人 

 

29 地産地消推進事業 

 

《区政推進課》 

【予算： 323,000】

【決算： 275,413】

農家・地域活動団体と協力し、区民が「農」を身近に感じられる取組を通

じて、区内の農業振興を図るとともに、地産地消 

の取組を進めました。 

地産地消の推進 

１ ほどがや朝市の開催（年間 16 回）  

２ 地産地消の PR の実施 

（花フェスタ、区民まつりへの出展） 

 

30 読書活動推進事業 

 

《地域振興課》 

【予算： 550,000】

【決算： 308,267】

区役所・図書館・学校・区民利用施設等が連携し、読書活動の啓発や読書

に親しむ講座などを実施することで、保土ケ谷区民の読書活動を推進しま

した。 

読書活動の推進 

１ 読書活動推進講演会の開催 

講師：沢木 耕太郎 氏 

日時：1月 27 日  参加者:540 人 

２ 読書活動推進講座の実施（通年） 

 

31 ほどがや芸術の街 

 

《地域振興課》 

【予算：2,342,000】

【決算：1,724,178】

区内の文化活動の振興を図るため、区民文化祭、区民ギャラリー、区民密

着型コンサート及び区の歌普及の各事業を実施しました。 

区内文化活動の振興・支援 

１ 区民コンサートの開催（７月 30 日）321 名 

２ 区民文化祭の開催支援（９月～３月） 

３ 区の歌「わがまち、保土ケ谷」の普及（通年） 

４ 区民ギャラリーでの作品展示（通年） 

 

 

  

ほどがや朝市 

ファクトリーツアーの様子 

読書活動推進講演会 

区民文化祭 
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Ⅴ 信頼される区役所づくり 【１９，３５６，６８８円】 

区民の皆さまに寄り添ったきめ細かな窓口サービスの充実や、安心して快適に施設を利用することがで

きるよう庁舎等の環境改善を進めます。また、区民ニーズや地域課題を的確に把握していくとともに、様々

な媒体を活用しながら行政情報を分かりやすく発信します。 

事 業 名 事 業 内 容 

32 区役所サービス向上・環

境改善事業 

 

《総務課》 

【予算： 9,792,000】

【決算：13,861,527】

区民の皆様が利用しやすい区役所を目指し、安心して快適に利用でき

る施設環境の整備・改善を進めるほか、区民のニーズを的確に捉え、よ

り満足度の高い窓口サービスを実現するための職員研修等を実施しまし

た。 

１ 区庁舎等環境改善 

 (1) 窓口環境改善等の実施 

  ・レイアウト変更に伴うロッカー、倉庫整備 

・移転フロアの柱塗装 

・区庁舎案内サインの検討、改修 

  ・窓口職場におけるロールカーテン設置 

  ・会議室へのプロジェクター等設置 

(2) 老朽化に伴う備品更新 

２ 窓口サービス向上のための職員研修の実施（通年） 

【差引の主な理由】 

区庁舎内の環境改善やプロジェクター設置等による整備に加え、レイ

アウト変更に伴う備品購入が増となったため。 

 

33 保土ケ谷区区民意識調査 

 

《区政推進課》 

【予算：3,000,000】

【決算：3,350,902】

区民ニーズや地域課題を的確に把握し、施策・事業に活用できるよう、

区民意識調査を実施しました。 

区民意識調査の実施 

１ 意識調査の実施（６月 12 日～26 日） 

２ 調査結果の公表（２月 29 日） 

 

34 広報推進事業 

 

《区政推進課・総務課》 

【予算：2,670,000】

【決算：2,144,259】

様々な広報手段を総合的に運用することにより、区民に必要な情報が

届くよう、重層的・多角的な広報活動を展開しました。 

広報・情報発信 

１ デジタル媒体（ツイッター・インスタグラム・サイネージ等）によ 

る区政情報・区の魅力発信（通年） 

２ 保土ケ谷区ガイドマップの一部改訂、増刷（２月、10,000 部） 

３ 転入者向け行政情報・マップ等の配布（通年） 

４ 保土ケ谷区に関する各種統計情報を便覧形式で発行（３月） 

５ 職員向け広報マインド醸成研修の実施（９月） 

 

 

更新した区庁舎案内サイン 
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(3) 統合事務事業費 執行実績 

 

事 業 名 事 業 内 容 

１ 広報よこはま発行事業 

《区政推進課》 

【予算：8,028,000】

【決算：7,720,237】

「広報よこはま ほどがや区版」を毎月発行 

することにより、市民が必要とする区政・事業 

等の行政情報を、分かりやすく正確に広報しま 

した。 

【R5 年度発行部数実績】1,071,700 部 

 

 

 

 

 

２ 広聴の相談事業 

《区政推進課》 

【予算： 724,000】

【決算： 723,961】

区民の多様な相談事項に応じて、法律相談等の機会を提供しました。

【令和５年度相談実績】法律相談   年 25 回 156 人 

司法書士相談 年 22 回 116 人 

３ 消費生活対策事業 

《地域振興課》 

【予算： 101,000】

【決算：       0】

地域社会の安全で快適な消費生活を実現するため、悪質商法対策や消

費生活向上に向け普及啓発を図り実施しました。 

１ 消費生活関連啓発活動(街頭キャンペーン 

または各種イベント活用)（随時） 

２ 消費生活関連情報の提供(情報紙の掲示、 

配布)（通年） 

 

 

 

４ 緊急時情報システム事業 

《総務課》 

【予算： 496,000】

【決算： 359,040】

即時避難指示対象区域に居住する区民に、区から防災に関する緊急情

報を電話回線を使用した自動音声により通知し、迅速な避難行動を促し

ました。（通年） 

５ スポーツ推進委員事業 

 

《地域振興課》 

【予算：3,540,000】

【決算：2,299,642】

区民の心身の健康育成や体力の向上等を図るため、スポーツイベント

の開催などを通して普及・振興を行いました。 

また、スポーツ活動を推進する人材の力 

量・知識、活動の認知度向上のため、研修 

及び広報活動を行いました。 

スポーツ推進委員事業 

１ 新任者研修会（５月）33 人 

２ 審判講習会（７月） 87 人 

３ スポーツ推進委員全体研修会（９月） 

４ WEB 広報「スポーツかるがもデジタル」（７月、12 月、３月） 

５ 広報誌「スポーツかるがも」（３月）発行 7,500 部 

【差引の主な理由】 

・活動着の購入について在庫の使用を優先したことによる減。 

街頭キャンペーン 
＠洪福寺松原商店

スポーツ推進委員全体
研修会（ラジオ体操） 

広報よこはま 
ほどがや区版 
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６ 青少年指導員事業 

 

《地域振興課》 

【予算：3,910,000】

【決算：3,212,255】

青少年を対象とした事業を実施し地域交流を促進するほか、夜間パト

ロール等により青少年を取り巻く環境を保全し、青少年の健全育成に寄

与することを目指し実施しました。また、青少年の健全育成活動を推進

する青少年指導員の資質向上のための研修や、活動を広く周知するため

の広報誌を作成することで、担い手の発掘・育成を行いました。 

青少年指導員事業 

１ 全市一斉統一行動パトロール（７月） 

２ 保土ケ谷区手作り紙ヒコーキ大会（７月） 

145 人 

３ 実技研修会（９月）65 人 

４ 全市統一行動キャンペーン（10 月） 

５ ほどがやバンドバトル（11 月） 

           13 バンド 60 人 

６ 広報誌「ほどがやの風」発行 6,000 部 

 

７ 学校・家庭・地域連携事業 
《こども家庭支援課》 

【予算： 960,000】

【決算： 960,000】

青少年の非行防止や健全育成を地域とともに推進するため、区内の８

中学校区に対し学校・家庭・地域が連携し地域の特性を生かしながら自

主的に実施する事業（地域の方との花壇づくりなど）を支援しました。 

８ 健康づくり月間事業 
 

《福祉保健課》 

【予算： 192,000】

【決算： 164,734】

保健・衛生に関する正しい知識の普及、健康寿命の延伸に向けた健康

意識の啓発、市民と行政が連携した健康づくり運動の推進、及び地域に

根ざした自発的な健康づくりを促進し、市民の生涯にわたる健康づくり

に寄与することを目的に、９月から 11 月までを健康づくり月間と位置

づけ、事業を実施しました。 

 

 

  

全市一斉パトロール 
＜保土ケ谷地区＞ 
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(4) 区庁舎・区民利用施設管理費執行実績             （単位：円） 

 

事業区分 予算額 決算額 差 引 差引の主な理由 

区庁舎・区民利用施設 

管理費 
558,481,000 561,658,771  △3,177,771  

 

区庁舎 108,031,000 111,169,678  △3,138,678 

清掃委託及び設備管理業

務委託の労務単価の増に

よる 

ほどがや 

市民活動センター 
26,129,000 26,593,552 △464,552 ＡＥＤ購入による増 

土木事務所 9,777,000 9,350,528 426,472 車両の再リースによる減 

公会堂 58,155,000 58,439,900 △284,900 修繕案件による増 

地区センター等 349,113,000 348,526,702 586,298 実績による減 

広場・遊び場 2,388,000 1,582,224 805,776 実績による減 

区庁舎・区民利用施設 

修繕費 
4,888,000 5,996,187 △1,108,187 実績による増 

合   計 558,481,000 561,658,771 △3,177,771  
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《参考１》 区局連携促進事業  

 関連局と連携して様々な事業を戦略的に行うための所要額を事業所管局予算として計

上しています。 

                        （単位：円） 

事業名 予算額 決算額 差引 概要 

保土ケ谷駅東口周

辺環境改善事業 
38,540,000 38,540,000 0 

保土ケ谷駅前公衆トイレの建

替え及び駅前広場と一体的な歩

行空間の整備を実施し、予定通

り、令和 5 年 11 月に竣工し、供

用を開始しました。 

（事業所管局：資源循環局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保土ヶ谷駅東口公衆トイレ 
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《参考２》 地域の担い手応援事業  

 市民局からの予算配付を得て、地域で活動する団体や人々、企業、学校、NPO 法人と区

役所等が連携して、地域の課題解決や魅力づくりなどに取り組む「協働による地域づくり」

を進めます。 

（単位：円） 

細目事業名 予算額 決算額 差引 概要 

“輝け、地域力！”

事業 
967,000 802,750 164,250 

地域活動に関心のある層に働

きかけ、地域の担い手の発掘・育

成を行いました。また、地域課題

解決に取り組む団体を支援しま

した。 

１ 地域づくり大学校「ほどがや

楽考」の開催 

（15 人 全５回８月～10 月） 

 

 

 

 

ほどがや楽考 

 

２ 地域づくり大学校「修了生の

つどい」の開催 

（13 人 1 回 ３月） 

３ 保土ケ谷区地域運営補助金

の交付 （２団体 ５月） 

 

地域・まちづくり活

動支援事業 
150,000 22,319 127,681 

地域・まちづくりにつながる社

会的公共性を持つ区民活動を支

援し、「区民との協働による個性

豊かな地域づくり」の促進を図り

ました。（通年） 

元気な地域づくり推進事業補

助金の交付（１団体） 

 

合  計 1,117,000 825,069 291,931  
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《参考３》 区提案反映制度による主な提案・対応事業 

区提案反映制度により区から提案を行い、事業所管局予算として計上しています。 

（単位：円） 

提案名 予算額 決算額 差引 概要

持続可能な自治会

町内会運営に向け

た自治会業務支援

モデル事業の実施

2,120,000 309,426 

（うち 

保土ケ谷区執行 

67,000）

1,810,574 

自治会町内会の加入率向上や

役員の負担軽減のため、自治会町

内会活動や事務局業務のデジタ

ル化等に向けたモデル事業を実

施しました。

（市民局「自治会町内会ＤＸ応

援事業」）

情報伝達アプリの導入補助金の

交付（３団体）

情報伝達ツールアプリ
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議 題 ２−１

１ 事業概要（目的） 

令和９年に迎える区制 100 周年に向けて、多くの区民の参加を促し、機運醸成を図ります。 

４月に実行委員会を立ち上げ、区民と共にテーマごとの具体的な取組を進めることで、次の 100 年

に向けた区の魅力を向上させ、「いつまでも住み続けたいまち ほどがや」を未来へつなげます。 

２ これまでの執行状況 

（1） 保土ケ谷区公式マスコットキャラクターデザイン案の募集（６月～９月）

６月 28 日から９月２日までの期間で公式マスコットキャラクターのデザイン案を広く区民より募

り、３６２点の応募がありました。今後、選考により５作品に絞り、区民による投票によって採用作

品を決定します。（投票は 9 月下旬～10 月末までの期間を予定）

（2） SNS フォトコンテスト（７月～令和７年１月）

区公式インスタグラムフォトコンテストを実施します。現在、「区の

魅力」、「区の花・緑」をテーマに、７月 11 日から 10 月 31 日まで

の期間で写真を募集しています（これまでの応募数は３１７点）。

（3） 地産地消料理コンテスト（～８月）

「春夏野菜を使った野菜たっぷり料理」をテーマにレシピを募集し、

25 作品の応募をいただきました。その中から書類選考で５作品を選

び、８月３日（土）に調理を含む料理コンテストを実施しました。

（4） 区制 100 周年に向けたラジオ体操の普及（５月～令和７年１月）

ラジオ体操を通じて、地域のつながりを深め健康増進を図るため、正

しい動きを学べるよう団体等に講師を派遣しています。（現在３地区） 

（5） 区制 100 周年活動団体の募集

100 周年を契機に何かをやってみたいと考える団体に登録を呼びかけています。現在 16 団

体から登録申請を受けています。（内訳：こども５・魅力６・つながり５）

３ 今後の予定 

（1） 実行委員会役員会の開催（９月６日）

（2） 地区対抗綱引き大会（10 月）

多くの参加チームを募るためルールの一部見直しを行い、区民まつりで実施します。

（3） 機運醸成企画（謎解きイベント等・１～２月頃）

参加型の謎解き企画により、楽しみながら区制 100 周年を知る機会を作ります。

（4） 未来の主役たちによる区制 100 周年プロジェクト（通年、６回程度）

本年度は区内の中学生による、相鉄線各駅構内での音声広報などを検討しています。

（5） ほどがやダンス（仮称）の作成・普及（通年） 新規

現在、「かるがも」や「帷子川」など保土ケ谷にちなんだフレーズを入れた曲を作成中です。今

年度はダンスを作成し、来年度以降、区内保育園・幼稚園への普及を図ります。 

施 策 分 野 ・ 事 業 名 ６年度予算 

◆つながり・支えあいの推進 
３，８４５ 

千円 区制 100 周年ブースター事業（地域振興課ほか） 

料理コンテストの様子 

フォトコンテスト
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議 題 ２−２

ほどがやこどもニコニコフェスタ 

１ 事業概要（目的） 

「保土ケ谷区子育てアンケート」の結果から、悩みや不安に対応する取組を引き続き実施する

とともに、要望の高かった「親子が子連れで楽しめるイベント」を拡充します。 

併せて、地域全体で子育てを支援する風土を醸成するため、地域の子育て関係機関の連携

促進や保育所の質の向上、放課後の居場所づくりを支援する取組を進めます。 

２ これまでの執行状況・今後の予定 

(1) 地域と連携した子育て支援

養育者が子育てに安心や楽しさを感じられるよう、仲間づくりや育児相談の場の提供、様々

な子育て関連情報の紹介、親子で楽しめる機会の充実を進めるとともに、 

地域の子育て支援者や関係機関の連携促進に取り組んでいます。 

ア 地域赤ちゃん教室の開催（14 地区、通年）や子育てお役立ち情報の

発信（通年）

イ 地域子育て支援連絡会の開催

（全体会：３月、地区別連絡会：７地区、通年）

ウ 「ほどがやこどもニコニコフェスタ」の開催 拡充 

10 月 26 日（土）に保土ケ谷公会堂で開催予定 

(2) 保育所による妊娠期・未就学児親子の支援

在園児とその保護者だけでなく、広く妊婦や未就園児、その養育者に寄り添い、多様なアプ

ローチにより、子育て相談や仲間づくりの機会を提供し、地域における育児をサポートします。

ア 保育士が人の集まるイベント等に出向き「子育て応援隊」を開催（６・11・３月）

イ 育児相談や園庭開放、絵本の貸出等の実施（通年）

ウ 親子向けイベント「ほがらか広場」（10 月）や子育てサロンでの

「ほがらか育児講座」（６回）の開催

エ 親子で楽しめる「泣いても大丈夫！コンサート」の開催 新規

９月３日（火）保土ケ谷公会堂、神奈川県警音楽隊出演、323 名参加

(3) 地域と連携した放課後事業 

放課後の居場所づくりを進める団体間のネットワークを深化させ、課題の共有や助言などに

より活動を支援します。また、放課後児童健全育成事業所が行うプログラムの充実を図ります。 

ア ネットワーク会議の開催（４回）

イ 各団体の活動を周知するための HP 作成 新規 

ウ 放課後キッズクラブ・児童クラブへの学習支援アドバイザー派遣やプログラム等の運営支

援及び研修の実施（通年）

施 策 分 野 ・ 事 業 名 ６年度予算 

◆子どもから高齢者まで誰もが健やかに暮らせるまちづくり 
５，８９８ 

千円 
ほどがや happy 子育て～妊娠期からの安心サポート～ 

（こども家庭支援課） 

子育て応援隊
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議 題 ２−３

１ 事業概要（目的） 

 自治会町内会活動におけるデジタル活用を推進し、活動の活性化や負担軽減、担い手不足の

解消、若年層の自治会町内会への加入促進を図ります。 

２ これまでの執行状況 

（１） 保土ケ谷区情報伝達ツールアプリ導入補助金の創設 新規

自治会町内会に対し、事務処理の効率化や情報伝達の円滑化を目的とした情報伝達ツール

アプリやホームページの導入等に係る経費を補助するため、新たに補助金を創設しました。

■概要 【対象】 導入に係る初期費用、基本料金等

※Wi-Fi の導入費用や機器購入費用は対象外

【金額】 上限３万円 

【期間】 令和６年４月１日から令和７年３月 31 日まで 

■申請数 ３団体（８月 31 日時点）

（２） デジタル活用に関する情報発信（６月） 新規

自治会町内会がデジタルツール（アプリなど）の導入を検討しやすく

なるよう、区内における先行事例や使いやすい情報発信ツールをまとめ

た「地域力通信 vol.1」を発行しました。 

（３） 業者による説明会の開催（８月） 新規

地域から問い合わせが多かった情報伝達アプリやデジタル決済につ

いて、業者による説明会を実施しました。 

【開催日】 ８月 24 日（土）、８月 27 日（火） 【参加者数】31 人 

３ 今後の予定 

（１） 自治会町内会向け研修の開催（11 月頃予定）

アプリの活用や区内の先行事例の紹介、参加者同士の交流・意見交換等を行う研修会を開

催し、自治会町内会におけるデジタル活用の推進を図ります。 

（２） アドバイザー派遣の実施（12～３月予定）

地域コーディネート等を行っているアドバイザーを地域に派遣し、デジタル活用における課題

や悩みを解決するとともに、活用に向けた伴走支援を行います。 

（３） デジタル活用に関する情報発信の継続（９月、１月発行予定）

自治会町内会への情報発信を継続するとともに、デジタルツール導入に向けた相談を随時受

け付け、支援します。 

施 策 分 野 ・ 事 業 名 ６年度予算 

◆ つながり・支えあいの推進
１，４００ 

千円 地域におけるデジタル化推進事業（区政推進課・地域振興課） 

地域力通信 第１号 
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議 題３
令和７年度保土ケ谷区予算編成の考え方について 

《区の基本目標》 

令和７年度個性ある区づくり推進費については、『３つの市政方針（財政ビジョン、横浜市中期計画、

行政運営の基本方針）』や『横浜 DX 戦略』を踏まえ、「創造と転換」による事業の新陳代謝を図りな

がら、市の基本戦略「子育てしたいまち 次世代をともにはぐくむまち ヨコハマ」と、区の基本目標で

ある 「いつまでも住み続けたいまち ほどがや」を未来へ の実現を目指し予算編成を進めます。 

令和９年の区制 100 周年や「GREEN×EXPO 2027」を見据えた事業展開を検討するほか、

『ほどがや花憲章』を生かした花と緑あふれる街づくりを推進するとともに、歴史や文化など区の特

色を生かした取組を進めます。また、昨年度実施した保土ケ谷区区民意識調査の結果や統計調査

等を通じ子どもから高齢者まで幅広い年代のニーズや区の課題を把握し、データに基づく企画立案

を行うとともに、区役所全体で幅広く議論を行い、区民の皆様と取り組んでまいります。 

「いつまでも住み続けたいまち ほどがや」を未来へ 

《令和７年度予算の重点分野》 

Ⅰ 子どもから高齢者まで誰もが健やかに暮らせるまちづくり 

【主な取組分野】子ども・子育て、障害児者、高齢者、健康・スポーツ振興 

Ⅱ 暮らしの安全・安心の確保 

【主な取組分野】防災・防犯、交通安全、暮らしの安全・安心、脱炭素化 

Ⅲ つながり・支えあいの推進 

【主な取組分野】地域活動支援、地域支えあい、地域の担い手育成、地域福祉保健 

Ⅳ 魅力と賑わいのあるまちづくり 

【主な取組分野】魅力づくり・発信、賑わいづくり、地域資源の活用 

Ⅴ 信頼される区役所づくり 

【主な取組分野】上記４つの施策分野を支える事業・取組、広報、組織運営 
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